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千
葉
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
の
復
旧

作
業
を
し
て
い
る
最
中
に
、
ま
た
も
や
大
型
で
強
い
台
風
19
号
が
10

月
12
日
～
13
日
、
台
風
21
号
は
25
日
～
26
日
に
か
け
て
日
本
列
島
を

直
撃
し
た
。

　

そ
の
被
害
は
、
台
風
15
号
を
上
回
り
西
日
本
か
ら
東
日
本・東
北

に
か
け
て
至
る
所
で
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。
強
烈
な
暴
風
に
よ
り

家
屋
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
ま
た
連
続
的
に
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、

至
る
所
で
河
川
が
決
壊
し
、
家
屋
や
車
な
ど
が
押
し
流
さ
れ
る
な
ど
、

台
風
に
よ
る
自
然
の
脅
威
は
、
私
た
ち
が
い
ま
ま
で
経
験
を
し
た
こ

と
の
な
い
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

台
風
に
よ
り
、
未
だ
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
る
。
J
R
総
連
に
お
い
て
も
浄
水
場
が
破
壊
さ
れ
、
生
活
用
水

が
な
く
不
衛
生
な
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い
る
組
合
員
や
家
屋
が
水
に

浸
か
り
、
生
活
の
術
の
多
く
を
失
っ
た
組
合
員
も
い
る
。

　

鉄
道
施
設
の
被
害
も
甚
大
で
橋
梁
や
路
盤
の
流
出
、
車
両
基
地
や

新
幹
線
車
両
の
浸
水
な
ど
、
復
旧
に
相
当
な
資
金
と
時
間
、
労
力
を

要
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、今
後
も
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、復
旧・

復
興
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
現
在
、
被
災
者
支
援
カ
ン
パ
を

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

被災者支援カンパの取り組みにご協力をお願いします

2019年11月12日 東京新聞

11月6日 韓国軌道協議会からの支援

お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げます
とともに 被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます

「台風15号、19号、21号」による大規模災害

10月19日、いわき市の被災された組合員宅へ生活支援物資を届ける
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ＪＲ総連 単組・地協拡大代表者会議を開催！

北陸地協・関根氏(JR東労組)

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
10
月
28
日
、目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
「
単
組・

地
協
拡
大
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
各
単
組
の
代
表
者
、
地
協
の
代

表
者
な
ど
42
名
が
参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
当
面
す
る
秋
の
た
た
か
い

を
は
じ
め
、
２
０
２
０
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
の
た
た
か
い
、
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労

組
を
強
化
す
る
た
た
か
い
な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
た
。

　

田
城
副
委
員
長
の
司
会・座
長
で
は
じ
ま
り
、榎
本
委
員
長
が
挨
拶（
要

旨
参
照
）し
た
後
、
執
行
部
か
ら
Ⅰ
、
平
和・人
権・民
主
主
義
を
守
る
た

た
か
い
に
つ
い
て
、
Ⅱ
、
安
全
確
立
と
政
策
制
度
要
求
実
現
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
Ⅲ
、
当
面
す
る
組
織
運
営
に
つ
い
て
、
提
起
し
た
。

　

討
論
で
は
、
８
単
組
お
よ
び
８
地
協
か
ら
再
発
言
含
め
て
18
名
か
ら

発
言
が
あ
り
、
職
場
や
地
域
か
ら
の
実
践
に
基
づ
い
た
報
告
や
意
見
が

積
極
的
に
出
さ
れ
た
。
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
組
織
破
壊
攻
撃
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
で
は
、
前
の
発
言
者
に
絡
ん
だ
発
言
も
あ
り
、
昨
年
か

ら
行
っ
て
き
た
ロ
の
字
形
式
の
会
議
が
定
着
し
た
感
が
あ
っ
た
。

　

特
徴
的
に
は
北
陸
地
協
の
関
根
氏（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）か
ら
、
18
春
闘
の

敗
北
に
よ
る
大
量
脱
退
で
組
合
未
加
入
者
が
過
半
数
を
占
め
る
職
場
で

起
き
て
い
る
生
々
し
い
実
態
が
報
告
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
労
働
組
合
の
重

要
性
を
認
識
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
「
あ
る
運
転
職
場
で
そ
の
日
、
６
名
の
年
休
申
し
込
み
と
本
来
業
務
外

の
運
輸
部
セ
ミ
ナ
ー
で
運
転
士
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
所
定

乗
務
行
路
を
支
社
経
由
で
他
の
運
転
職
場
に
臨
時
行
路
と
し
て
割
り
当

て
、
列
車
を
運
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
現
場
か
ら
怒
り
の
声
が
爆

発
し
、
予
定
し
て
い
た
セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
さ
れ
乗
務
行
路
が
元
に
戻
さ

れ
た
が
、
会
社
へ
の
不
信
感
が
増
大
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
者

代
表
制
が
法
制
化
さ
れ
た
場
合
の
職
場
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
」
と

の
危
機
感
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
真
実
の
声
」
の
管
理
者・発
信
者

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
怒
り
と
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
強
化
す
る
た

め
の
発
言
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

柳
書
記
長
が
ま
と
め（
要
旨
参
照
）を
行
っ
た
後
、
最
後
に
榎
本
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
会
議
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

　９月、10月の台風で100名以上の方の尊い命が奪われ、お怪
我や心に深い傷を負った方、今なお苦しんでいる方々がおられ
る。支援カンパのご協力をお願いする。
　ＪＲ東日本は台風15号の上陸の前日に計画運休と運転再開の
時刻を発表したが、被害が出る前になぜ運転再開時刻が確定
できるのか強い違和感を持った。結果として運転再開時刻の繰り下げや翌日になるなど、277
万人もの利用者に大きな影響を与えた。この責任はどう取るのか。また、台風19号でＪＲ東日
本長野新幹線車両センターと120両に及ぶ新幹線車両が水没した。これは新幹線車両を退避
させなかった経営陣による人災である。
　さらに、避難指示が出ているにも関わらずこの新幹線基地で働いている社員に避難させず、
自衛隊のボートで乗務員や検修社員29人が救出された。これはもう経営陣として失格ではな
いか。
　ＪＲ東労組は本部をはじめとする９地本と、東京・八王子・水戸３地本の一部役員の対立が
１年半以上続いている。18春闘で決定した機関総括を認めない、守らないという言動はＪＲ東
労組の団結と運動を破壊している。
　さらに、畠山君が「真実の声」の発信者であったことが判明した。幾つもＪＲ東労組の規約・
規則を違反し、名誉毀損、侮辱罪などにあたる犯罪でもある。ＪＲ東労組本部には一日も早
い真相の究明と、関係者に適切な処分を要請したい。
　連合は、今定期大会で「労働組合の役割の強化に繋げる方向で労働者代表制の法制化に
向けて検討する」方針を決定した。経済界も労働法規委員会で労働者代表者機関の制度化
について検討している。憲法28条（勤労者の団結権）との関係において、いかにして整合性を
持つのか、労働組合としてしっかり勉強していきたい。

　まとめとして１点目は、台風15号と19号などで各地で甚大な
被害をもたらした。ＪＲ総連も各単組と連携し被災地への激励
など行ってきたが、まだまだ支援が行き届いていない。避難勧
告への無対応や北陸新幹線120両の水没など、会社の危機管理
のあり方、企業体質が問われている。本日の執行委員会で被災
者支援カンパの取り組みについて決定した。各単組のご協力をお願いする。
　２点目は、安倍首相が進めようとしている憲法改悪に向けた国民投票を見据え、憲法９条を
守り抜くたたかいだ。各地協で憲法学習会や平和集会、街頭行動など取り組んでいる。今後も
仲間と共に立ち上がる実践的な各種取り組みを積み上げ、組合員の反戦への意識を固めよう。
　３点目は、ＪＲ東労組内部からの組織破壊攻撃に抗するたたかいだ。「真実の声」の管理者
が明らかになった。本人は自宅謹慎となっているが、ＪＲ東労組には厳重かつ適切な対処をお
願いする。また、ＪＲ東労組の組織問題の核心については、今日お配りしたＪＲ東労組の９月
10日号の緑の風号外に詳しく記載されているので、職場組合員との読み合わせなど、創意工
夫した取り組みを要請する。
　４点目は、2020春闘と労働者代表制ならびに働き方改革に対するたたかいだ。ＪＲ総連は
2020春闘についてあくまで統一要求・統一闘争としてＪＲ総連春闘をたたかい抜く。今連合大
会で労働者代表制の法制化を求める方針が再確立された。現在のＪＲ東日本の社友会の役割
と同じ状況になる危険性も存在する。労働組合として労働者の多数派を結集していくために
職場活動を基礎にたたかいを展開しよう。

榎本委員長挨拶要旨

柳書記長まとめ要旨
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 結成30周年！ 連合第16回定期大会を開催！

女性の積極参画で男女平等の職場・家庭・社会を実現しよう！
2019 連合中央女性集会に参加！

　

連
合
は
10
月
10
～
11
日
、
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
で
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

神
津
会
長
は
「
結
成
30
周
年
、
連
合
は
ま
っ
す
ぐ
の
道
を
一
歩
一
歩
進

ん
で
き
た
。
幅
は
広
い
が
左
右
に
は
道
を
外
す
こ
と
な
く
ぶ
れ
ず
に
進
ん

で
き
た
。
混
迷
す
る
日
本
に
お
い
て
こ
の
こ
と
の
持
つ
意
義
は
限
り
な
く
大

き
い
。
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
が
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

『
私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
～
安
心
社
会
に
向
け
て
～
』
を
心
に
、
果
敢
に

挑
戦
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
①
す
べ
て
の
仲
間
を
ま
も
り
・
つ
な
ぐ
た
め
の
集
団
的
労

使
関
係
の
追
求
、
②
政
策
の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
、
③
真
の
多
様
性

が
根
付
く
職
場
・
社
会
の
実
現
、
の
３
つ
の
重
点
分
野
を
設
定
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
「
雇
用
・
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
・
社
会
的
な
賃
金
相
場
形
成
」
の
課
題
の

も
と
に
、
組
織
・
政
策
・
政
治
・
平
和
・
国
際
な
ど
の
７
つ
の
運
動
を
縦
割

り
で
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
重
点
分
野
に
今
後
５
年
間
を
か
け
、
人
材
や
財

政
の
資
源
を
集
中
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
方
針
で
は
、
過
半
数
労
組
が
な
い
職
場
で
、
労
働
者
の
代
表
が

経
営
側
に
賃
金
・
労
働
条
件
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
「
労
働
者
代
表

制
」
の
法
制
化
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
る
「
曖
昧

な
雇
用
」
で
働
く
人
へ
の
法
的
保
護
と
、
組
織
化
に
よ
る
問
題
解
決
を
図
る

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
連
合
本
部
内
の
統
治
機
能
の
強
化
、
地
方
連
合
、
地
協
の
活
動
と

運
営
体
制
の
見
直
し
、
財
政
な
ど
の
機
構
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
併
せ

て
確
認
さ
れ
た
。

　

神
津
会
長
、
逢
見
会
長
代
行
、
川
本
会
長
代
行
、
相
原
事
務
局
長
が
再

任
さ
れ
、
向
こ
う
２
年
間
の
運
動
方
針
を
決
定
し
節
目
の
大
会
は
終
了
し
た
。

　

10
月
18
日
、「『
連

合
第
４
次
男
女
平
等

参
画
推
進
計
画
』
の

達
成
に
向
け
て
、

残
り
１
年
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
を
か
け
よ

う
！
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
、
有
楽

町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

で
、
２
０
１
９
連
合

中
央
女
性
集
会
が
開

催
さ
れ
、
８
２
６
名

が
参
加
し
た
。

　

連
合
中
央
女
性
集
会
は
今
年
30
年
目
を
迎
え
、
相
原
事
務
局
長
が
主
催
者
を
代
表
し

て
、「
第
１
回
の
『
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
女
性
の
積
極
参
画
で
、
男
女
平
等
の
職
場
・
家

庭
・
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
が
今
日
に
適
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
先
の
連
合
大
会
で
、
連
合
の
２
０
２
０
～
２
０
２
１
年
度
の
運
動
方
針

に
男
女
平
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
た
『
真
の
多
様
性
』
が
根
付
く

職
場
・
社
会
の
実
現
が
３
つ
の
重
点
分
野
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
課
題
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
井
上
総
合
政
策
推
進
局
長
が
、「
連
合
第
４
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
」

の
状
況
を
報
告
し
、「
国
際
社
会
か
ら
み
た
日
本
の
男
女
平
等
の
現
状
」、
さ
ら
に
、「
連
合

30
周
年
」
と
し
て
、
組
織
率
17
％
と
い
う
中
で
「
多
様
な
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
い
く
」

と
基
調
提
起
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
日
本
大
学
人
間
借
家
医
学
部
現
代
社
会
学
科
の
大
沢
教
授
よ
り
、「
な
ぜ
女
性

管
理
職
は
少
な
い
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
制
度
や
労
働
条
件
な

ど
、
女
性
の
昇
進
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
井
上
総
合
局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
大
沢

教
授
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
相
原
事
務
局
長
、
岡
本
連
合
顧
問
、
西
田
連
合
奈
良
会
長
、

全
自
交
労
連
の
菊
池
東
洋
交
通
労
働
組
合
執
行
委
員
長
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
、
石
田
連
合
副
事
務
局
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
集
会

を
終
了
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
分
野
で
の
女
性
参
画
の
実
現
と
、
女
性
組
合
員
が

安
全
で
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、
連
合
と
共
に
進
め
て
い
く
。
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ＪＲ総連議員団会議「第28回全国会議」を開催！

底上げの流れを止めず、分配構造の転換につながる得る賃上げを！
連合2020春季生活闘争中央討論集会に参加！

　

11
月
６
日
、
連
合
は
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

を
開
催
し
、
構
成
組
織
、
地
方
連
合
会
な
ど
か
ら
４
８
２
名
が
参
加
し
た
。
第
１
回
中
央
執
行
委
員

会
（
10
月
24
日
）
で
確
認
さ
れ
た
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
基
本
構
想
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
一
連
の
台
風
で
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
神
津
会
長
は
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
賃
金
の
「
水
準
」

を
重
視
し
て
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
と
し
、
こ
れ
を
２
０
２
０
春
闘
に
引
き
継
ぎ
、「
分
配
構
造

の
転
換
に
つ
な
が
る
得
る
賃
上
げ
」
を
め
ざ
す
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
底
上
げ
の
流
れ
を
止
め
ず
、

労
使
関
係
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
性
で
あ
る
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
皆
さ
ん
の
思
い
こ
そ
連
合

運
動
の
基
盤
で
あ
り
、
全
て
の
働
く
者
の
た
め
の
春
季
生
活
で
あ
る
。
連
合
に
集
う
組
織
の
一
人
ひ
と

り
の
リ
ー
ダ
ー
の
心
意
気
を
世
の
中
に
し
っ
か
り
見
せ
る
た
め
に
、
と
も
に
頑
張
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
藤
本
一
郎
氏
（
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所 

所
長
）
か
ら
「
２
０
２
０
年
度
の
経
済
の

展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
鎌
田
篤
氏
（
中
小
企
業
庁 

次
長
）
か
ら
「
下
請
等

中
小
企
業
の
取
引
条
件
改
善
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
基
本
構
想
に
向
け
た
委
員
会
討
議
に
つ
い
て
、
①
労
働
条

件
・
中
小
労
働
委
員
会
か
ら
野
中
委
員
長
、
②
労
働
法
制
委
員
会
か
ら
酒
向
副
委
員
長
、
③
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
委
員
会
か
ら
芳
野
委
員
長
、
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
、
冨
田
総
合
政
策

推
進
局
長
が
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
基
本
構
想
に
つ
い
て
提
起
し
、
全
体
会
議
に
お
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
相
原
事
務
局
長
が
討
論
集
会
で
の
議
論
の
ま
と
め
を
行
い
、
集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
１
月
17
日
の
春
闘
担
当
者
会
議
で
の
議
論
を
経
て
、
１
月
31
日
開
催
の
第
42
回
定
期

中
央
委
員
会
で
２
０
２
０
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
会
議
は
10
月
19
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会
議

室
に
お
い
て
第
28
回
全
国
会
議
を
開
催
し
、
29
名
が
参
加
し
た
。

　

高
橋
団
長
は
、
統
一
地
方
選
の
お
礼
、
台
風
被
害
へ
の
お
見
舞

い
、
現
在
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
触
れ
、「
Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
会
議

は
鉄
路
を
守
り
、
公
共
交
通
を
残
す
た
め
に
Ｊ
Ｒ
総
連
と
連
携
し

進
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
挨
拶
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
榎
本
委
員
長
よ
り
情
勢
と

課
題
が
提
起
さ
れ
、「
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
平
和
・
人
権
・
民

主
主
義
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
く
の
で
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

　

今
回
の
議
員
団
会
議
は
、
４
月
に
実
施
さ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で

新
た
に
当
選
さ
れ
た
議
員
も
代
議
員
で
参
加
し
た
。
参
加
者
全
員
か

ら
近
況
を
含
め
て
こ
の
間
の
活
動
等
の
報
告
が
さ
れ
、
各
単
組
と
の

つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た
め
て
Ｊ
Ｒ
総
連

議
員
団
会
議
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
会
議
で
は
、
１
年
間
の
方
針
と
新
役
員
体
制

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
議
員
団
会
議
の
拡
大
を
め
ざ
す
こ
と
を

確
認
し
た
。
今
回
の
全
国
会
議
で
長
年
議
員
団
会
議
を
牽
引
し
て

こ
ら
れ
た
顧
問
の
松
本
敏
雄
さ
ん
と
副
団
長
の
宮
川
寿
さ
ん
が
退
任

を
さ
れ
、
お
二
人
の
こ
の
間
の
ご
奮
闘
を
確
認
し
、
全
国
会
議
は
終

了
し
た
。

【2019年度 ＪＲ総連議員団会議役員】
顧 　 問 田城 　郁 前参議院議員
団 　 長 高橋 美奈雄 高崎市議
副 団 長 日角 邦夫 函館市議
副 団 長 楠 　達男 関ケ原町議
幹 事 長 羽田 房男 福島市議
幹 　 事 小笠原 直治 安平町議
幹 　 事 秋村 光男 青森市議
幹 　 事 矢田 松夫 山陽小野田市議
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ＪＲ総連関東地協第３２回定期総会を開催！

ＪＲ総連東海地協第30回定期委員会を開催！

　
Ｊ
Ｒ
総
連
関
東
地
協
は
10
月
23
日
、
東
京
北
区・
滝
野
川
会
館
に
お
い
て
第
32
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
七
島
議
長
は
挨
拶
で
「
台
風
19
号
で
は
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
特
に
千
曲

川
の
氾
濫
で
は
新
幹
線
の
車
両
基
地
が
水
没
し
た
が
、
危
機
管
理
上
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
災
で
は
な
い
の
か
」「
異
常
時
対
応
、
業
務
委
託
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
職
場
の
現
実
を
掴
み
政
策
提
言
を
実
現
し
て
行
く
」「
安
倍
政
権
は
憲
法
改
正

に
向
け
進
め
て
い
る
。
私
た
ち
は
国
民
投
票
で
反
対
に
マ
ル
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
憲
法
改
悪
反
対
に
向
け
た
た
か
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
今
定
期
総
会
に
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
よ
り
熊
谷
組
織・共
闘
部
長
と
永

島
政
治
部
長
、
関
東
交
運
労
協
よ
り
高
畑
事
務
局
長
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

総
会
で
は
11
名
の
発
言
が
あ
り
、
各
都
県
協
の
取
り
組
み
の
報
告
や
シ
ス
テ
ム
労

か
ら
は
残
業
時
間
を
月
70
時
間
か
ら
80
時
間
に
上
限
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
会
社
施

策
に
対
し
、
組
合
と
し
て
反
対
の
立
場
か
ら
闘
い
を
展
開
し
阻
止
し
た
こ
と
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
で
は
今
年
に
入
り
３
名
の
組
合
員
の
拡
大
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
関
東
地
協
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
方
針
に
則
り
６
単
組
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
行
く
事
を
確
認
し
、
最
後
に
新
議
長
の
細
谷
議
長（
都
協・Ｊ
Ｒ
東
労
組
）

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
終
了
し
た
。

（
Ｊ
Ｒ
総
連
関
東
地
協
よ
り
）

　

Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
は
11
月
６
日
、「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
愛
知

県
本
部
会
館　

ア
ビ
タ
ン
」
に
お
い
て
、
第
30
回
定
期
委
員
会
を
開
催

し
、
来
賓
、
委
員
、
傍
聴
を
含
め
30
名
が
結
集
し
た
。

　

冒
頭
、
細
川
議
長
は
「
台
風
、
大
雨
で
災
害
が
発
生
し
た
。
災
害
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
願
う
」
と
挨
拶
し
、
要
員
問
題
、
安
全
問
題
、
平
和
問
題
、
労
働

者
代
表
制
な
ど
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
・
柳
書
記
長
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

災
害
、
平
和
、
組
織
問
題
、
労
働
者
代
表
制
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶
さ
れ

た
。
特
に
労
働
者
代
表
制
に
つ
い
て
「
こ
の
制
度
を
認
め
れ
ば
、
労
働
組

合
は
い
ら
な
く
な
る
。
８
割
の
労
働
者
が
労
働
協
約
に
守
ら
れ
て
い
な

い
。
労
働
者
代
表
制
の
法
制
化
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
、
各
県
協
と
各
単
組
か
ら
７
名
の
発
言
を
受
け
、
特
に
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
仲
間
か
ら
は
「
組
合
員
と
共
に
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
創
っ
て

い
く
」
と
決
意
も
述
べ
ら
れ
、
昨
一
年
間
の
取
り
組
み
の
総
括
と
向
こ
う

一
年
間
の
た
た
か
う
方
針
を
満
場
一
致
で
確
認
し
、
細
川
議
長
の
団
結
頑

張
ろ
う
で
締
め
く
く
っ
た
。

（
Ｊ
Ｒ
総
連
東
海
地
協
よ
り
）

役員体制
議 長 細谷 浩司(ＪＲ東労組)
副 議 長 杉澤 秀則(ＪＲ東海労)

〃 中澤 伸一(鉄研労)
〃 杉田 陽介(システム労)

事 務 局 長 菊地 秀晶(ＪＲ貨物労組)
幹 事 関 昭生(ＪＲ東労組)

〃 中村 保夫(ＪＲ東労組)
〃 椀田 優一(ＪＲ東労組)
〃 花澤 敏夫(ＪＲ東労組)
〃 西島 光昭(ＪＲ東労組)
〃 鈴木 三男(ＪＲ東労組)
〃 吉沢 将史(ＪＲ貨物労組)
〃 長島 和幸(ＪＲ東労組)
〃 中込 覚(ＪＲ東労組)

役員体制
議 長 細川 朗義(ＪＲ貨物労組)
副 議 長 古畑 隼人(ＪＲ東労組)

〃 半場 弘恭(ＪＲ東海労)
〃 山田 哲也(ＪＲ東海労)

事 務 局 長 大藤 英樹(ＪＲ貨物労組)
常 任 委 員 椀田 優一(ＪＲ東労組)

〃 曲尾 優一郎(ＪＲ東労組)
〃 越坂 武(ＪＲ東海労)
〃 行山 万太郎(ＪＲ貨物労組)
〃 島田 祥光(ＪＲ貨物労組)
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あなたと家族に安心届けます。保険はまかせてください。

JR総連・各単組賛助団体

各種のお問い合わせは、
パソコン・スマホから
可能ですので、ご利用を
お待ちしております。

㈱鉄道ファミリー 検索
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-2-13 目黒さつきビル404
TEL 03-3490-3862　 FAX 03-3491-7198

《取扱商品》
▲ 自動車保険・火災保険
ゴルファー保険・サークル保険

▲ がん保険・医療保険
給与サポート保険

▲ ＪＲ積立年金
▲ 健康食品・自然食品・カレンダー

ＪＲ総連５連協秋レクを開催！家族含めて48名が参加！

モンゴル鉄道労組連盟代表団との定期交流で、さらに連帯を深める！

上期会計監査終了の
お知らせ

　11月８日、ＪＲ総連2019年度
上期の一般会計と共済会計の内部
監査が行われ、健全な財政運営が
行われていることが確認されまし
たので、お知らせします。

　

10
月
19
日
、
５
連
協
の
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
埼
玉
県
川

越
市
で
ガ
ラ
ス
の
箸
置
き
づ
く
り
体
験
を
行
っ
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
48
名
の
組
合
員
・
家
族
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
折
し
も
川
越
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
屋
台

が
建
ち
並
び
山
車
行
事
も
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
、
ガ
ラ
ス
工
房
“Ｇ
ｌａ
ｓ
ｓ 

Ａｒ
ｔ 

Ｂ
ｌｕ
ｅ 

Ｍｏ
ｏ
ｎ
”で
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
で
箸
置
き
づ
く
り
を
楽
し

ん
だ
。

　

そ
の
後
は
、
徒
歩
で
移
動
し
て
“カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア 

キ
ッ
チ
ン
Ｗ
”で
懇

親
会
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
・
間
々
田
副
委
員
長
は
挨
拶
で
、
台
風
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
組
合
員
・
家
族
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼

を
述
べ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

懇
親
会
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、「
ビ
ン
ゴ
」
の
声
が
上
が
る
度
に

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
各
単
組
か
ら
持
ち
寄
っ
た
景
品
を
分
か
ち

合
っ
た
。

　

今
回
の
秋
レ
ク
は
、
鉄
研
労
が
幹
事
単
組
と
し
て
企
画
と
当
日
の
運
営

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
事
前
の
下
見
や
打
ち
合
わ
せ
に
よ
り
、
楽
し

く
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
も
大
変
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
５
連
協
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
５
連
協
の
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
大
成
功
に
終
了
し

た
。
参
加
者
は
、
川
越
ま
つ
り
を
楽
し
む
な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に

着
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
10
月
14
日
～
18
日
、
モ
ン
ゴ
ル

鉄
道
労
組
連
盟
（
Ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｗ
Ｔ
Ｕ
）
と
の
交
流

協
定
に
基
づ
き
、
来
日
し
た
代
表
団
５
名
を
受

け
入
れ
た
。

　

代
表
団
は
Ｊ
Ｒ
総
連
執
行
部
と
意
見
交
換
を

行
い
、
新
幹
線
で
函
館
へ
移
動
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道

労
組
函
館
地
本
の
案
内
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

函
館
新
幹
線
総
合
車
両
所
の
見
学
な
ど
を
行
っ

た
。

　

団
長
の
Ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｗ
Ｔ
Ｕ
ア
ル
タ
ン
フ
ヤ
グ
副
委

員
長
か
ら
は
、
災
害
へ
の
お
見
舞
い
が
述
べ
ら

れ
る
と
共
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
や
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
活
動
を

通
じ
た
国
際
連
帯
の
成
果
を
確
認
し
、
今
後
も

交
流
を
継
続
し
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
車
両
所
訪
問
で
は
、
車
両
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
Ｊ
Ｒ
総
連
の
安
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

多
く
の
質
問
を
受
け
、
今
後
も
積
極
的
に
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
て
、
Ｆ
Ｍ
Ｒ

Ｗ
Ｔ
Ｕ
と
の
議
論
を

積
み
重
ね
、
交
流
を

継
続
し
て
い
く
。


